YDP Japan 2006プログラム　

『B.P.A. －ベスト・プラクティス・アワード－』実施のお知らせ

YDP Japan 2006では、B.P.A. －ベスト・プラクティス・アワード－という企画を実施いたします。
まず、加盟団体の皆様が2005年度（2005年4月～2006年3月）に実施した企画で、「よくできた」「すばらしかった」ものを募集します。応募のあった企画の中からコンテスト形式で「最も優れた企画：ベストプラクティス」を決定します。受賞団体・チームには素敵な賞品が授与されます。たくさんの応募お待ちしております！！！

◆プログラム実施の目的

・YDP Japan Network の加盟団体の方々が、様々な団体の「よくできた」ケースを知ることで、自団体の活動に参考にできるようにする。

・加盟団体の方々が応募企画の評価に参画することで、自団体の活動について客観的に見つめなおすことができるようにする。

・特別審査員に各方面で活躍する方々を招くことで、ユースとしての企画形成にあたり、外部がどのように評価するのか知る。

◆応募方法

応募フォーム（Excel形式、http://www.ydpjapan.net/ydpj2006/proglam_award.htmlからダウンロード）に必要事項を記入の上、award06@ydpjapan.net までお送りください。

応募企画は以下の２種類のうちからお選びいただけます。

・単体企画

　
　応募した団体単体で2005年度に実施した企画

・コラボレーション企画

　　
　複数のユース・学生団体で2005年度に実施した企画

　
　（参加団体間で相談の上応募してください）

※応募締め切りは２００６年６月１８日（日）２２時までです！！

◆審査方法

１次審査　YDP Japan Networkの理事及び事務局員による書類審査）
この書類審査では、単体企画３つ、コラボレーション企画２つが選ばれます。
プレゼンテーション
２次審査　プレゼンテーションをもとに、ゲストの方々とユースの参加者の投票によって行われます。２次審査で最多得票数を獲得した企画が、「ベストプラクティスアワード2006」を受賞することになります。

